
一般社団法人

横浜市聴覚障害者協会



　横浜市聴覚障害者協会（以下はまデフ）は、1934 年（昭和９年） 
８月 19日に聾唖浜友会として創立、戦後からろう者の福祉のために
活動してまいりました。1956 年（昭和 31年）横浜市が政令指定都
市に移行したのをきっかけに横浜市聴力障害者福祉協会を結成、任意
団体として活動を続け、1992 年（平成４年）に社団法人化を経て、
2013年（平成 25年）５月１日一般社団法人となり今に至ります。

はじめまして、はまデフです

1934年（昭和９年）聾唖浜友会創立 1936年（昭和11年）日本聾唖協会横浜部会

1941年（昭和16年）日本聾唖協会神奈川部会 1945年（昭和20年）神奈川県聾唖連盟

1966年（昭和41年）横浜市聴力障害者福祉協会
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　一般社団法人に移行するまでは、ろう者の生活と権利を守るための
運動により、民法11条、刑法 40条等の法改正、運転免許資格獲得、
差別法規撤廃、手話通訳制度の確立、手話普及などの成果をあげるこ
とができました。
　これらの実績を生かして、ろう者（聴覚障害者）が暮らしやすい街
づくり、差別のない社会づくりを目標とした運動をしております。

　当協会定款３条（目的）「横浜市内の聴覚障害者の自立及び社会経済
活動への参加を促進するための事業を行なうことにより、聴覚障害者
の福祉向上を図り、もって横浜市の健全な福祉社会の発展に寄与する
ことを目的とする」を理念に、様々な事業を実施しております。
　これからも、私たちの言語である手話を大切にした活動をろう者主
体で展開し、『過去を敬い・現在に
感謝・未来の世代に紡ぐ』を常に
考え活動を継続してまいります。
はまデフへのご支援とご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。

1969年（昭和44年）衆議院選立会演説会に初めて手話通訳を取り入れた

1964年（昭和39年）第10回全国ろうあ野球大会 1980年（昭和55年）バザー活動
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活動内容

つどう：社会参加促進事業
・横浜市聴覚障害者の集い：秋頃に開催

・新年の集い：春頃に開催

・手話言語の国際デー：９月 23日前後を週間として開催

・ろう高齢者の敬老を祝う会：秋頃に開催
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まなぶ：はまデフ事業
・ろうあ者日曜教室：年 6回

・手話講師養成講座

・統一試験対策講座

・手話講座よつば

・よこはま寺小屋

・初めての手話いろは

・ブラッシュアップ講座

・手話クリニック

・手話奉仕員養成講習会：5月開講

・手話通訳者養成講習会：5月開講

・初心者のための手話サークルHAMAなど
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つなぐ：啓発事業

・月刊誌「会報はま」毎月１回発行

・手話テキストなどの斡旋及び発行

・福祉フォーラム

・防災フォーラム

・各専門部企画

・横浜市立小学校・中学校・高校へ福祉教育講師派遣

・専門学校・大学・企業の手話講師派遣・講義講師派遣

・市議会・県議会・ハローワークなどへの手話通訳派遣

・横浜市手話通訳者登録試験：12月第１土曜日

－ 5－



～会費は協会や上部団体の活動・運動を支えています～

●入会方法
横浜市に在住する聴覚障害者は正会員に、それ以外の方は賛助会員に区分されます。

また、正会員は単独会員・高齢会員・学生会員に区分されています。

正会員のみ、本協会総会の議決権、ならびに役員の選挙権・被選挙権を有します。

※正会員への新規入会には、手数料（1,000 円）が必要です。

　再入会の場合は過去の会員証などを確認させていただきます。

※賛助会員は区協会への入会をお選びいただけます。

※学生会員の方は学生証をご持参の上、協会事務所にご相談下さい。（高校生は無料）

郵便振替の場合は用紙に お名前（ふりがな）・ご住所・生年月日・連絡先をご記入ください。

●正会員の会費内訳

一般財団法人全日本ろうあ連盟3,500円

関東ろう連盟800円

一般社団法人神奈川県聴覚障害者連盟1,000円

一般社団法人横浜市聴覚障害者協会9,700円

お住まいの区聴覚障害者協会3,000円

●会員特典

全ての会員には、はまデフの行事に会員価格

でご参加ができ、会報はまを毎月お届けいた

します。

正会員には全日本ろうあ連盟会員証を配布

し、全日本ろうあ連盟、関東ろうあ連盟など

のイベントなどにも会員価格で参加できま

す。

正会員 横聴協会費 区会費 合計

単独
64歳まで 15,000

3,000
18,000

65歳から 13,000 16,000

夫婦

ともに65歳未満 28,000

6,000

34,000

どちらか 65歳以上 27,000 33,000

ともに 65歳以上 24,000 30,000

学生（学生証コピーをいただきます） 13,000 3,000 16,000

新規入会事務手数料（初めて入会される方は初年度に加算いたします） 1,000

※再入会の場合、過去の会員証または領収証のコピーを確認させていただきます。
コピーの提出ができない場合、新規入会扱いとして加算となります。

賛助会員
賛助会員（聴者・横浜市外在住の聴覚障害者）

10,000
未加入 10,000

3,000 13,000

郵便振替口座番号　00290-9-62766　（一社）横浜市聴覚障害者協会
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あいさつ

おはようございます

右手でこぶしを作り、こめかみの

あたりにあててからおろした後、

軽くお辞儀をする。

こんにちは

右手の人差し指と中指を立て、

人差し指側を額にあてた後、軽く

お辞儀をする。

こんばんは

手のひらを前に向けた両手を、顔

の前で左右から交差させた後、

軽くお辞儀をする。

お疲れさま

右手のこぶしで、左手の手首の

甲側を２回たたく。

手話を覚えてみよう手話を覚えてみよう

あいさつ

お疲れさま

おはようございます こんにちは

こんばんは
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気持ちを伝える

おめでとう

軽くつぼんだ両手を、

上に向かって広げる。

楽しい、嬉しい

湾曲した両手を折り曲げ、

親指以外の指先を胸に向

け、交互に上下に動かす。

ありがとう

右手を垂直に立て、

小指側で左手の甲

をトンとたたく。

拍手

顔の横で、両手を

ひらひらと動かす。

手話を覚えてみよう手話を覚えてみよう

気持ちを伝える

おめでとう 楽しい、嬉しい

拍手ありがとう
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気持ちを伝える

怒る

両手の指を折り曲

げて、同時に上げ

る。

すみません

親指と人差し指で眉間をつまむ

ようにし、指を伸ばして前に出す。

悲しい

親指と人差し指の先をつけて目

の下におき、涙を流すようにゆら

して下げる。

大丈夫

右手の親指以外の４本

の指の先を、左胸、右胸

の順にあてる。
※できるという意味もある。

手話を覚えてみよう手話を覚えてみよう

気持ちを伝える
怒る すみません

悲しい大丈夫
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いろいろなときに
分かりました

右手の手のひらで、

胸のあたりをトントン

と２回たたく。

分かりません

右手の指先で、右肩の

あたりを２回上に払う。

トイレ

右手の親指と人差し

指を軽く曲げ、中指と

薬指、小指を立てる。
※手を洗う仕草もある。

手話ができます

手話：両手の人差し指を

横に伸ばして向かい合わ

せ、交互に外回しする。

できる：右手の親指以外

の４本の指の先を、左胸、

右胸の順にあてる。

手話を覚えてみよう手話を覚えてみよう

いろいろなときに
分かりません分かりました

トイレ手話ができます
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濁音（゛）

を

わ ら や ま は

半濁音（゜）

ん

る

れ

ろろ

みみ

む

めめ

も

ひひ

ふふ

り

ゆゆ

よよ

へ

ほほ

長音（―）長音（―）

よう音・そく音

指文字
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50 音表
ああ

い

うう

ええ

おお

かささたな

きき

そそ

せ

そ

せ

す

せ

し

す

ここ

け

こ

く

け

く

ちち

ぬ つ

の

に

ぬ

ね て

とと

※紹介している指文字は、全て相手側から見た形です。
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横浜市・区の手話
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横浜市・区の手話
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一般社団法人　横浜市聴覚障害者協会 事務局

〒222-0035　横浜市港北区鳥山町1752

障害者スポーツ文化センター　横浜ラポール3階

FAX：０４５－４７５－２１１２

Email：yokohamadeaf@hamashinren.or.jp

HP：https://yokohama-deaf.org

ご来所される場合は事前に日時をご相談ください


